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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐幹 東京都中央区）は、エレクトロニクス・ITと医薬・医療・バ
イオ分野を中心に様々な調査を行っている株式会社シード・プランニング（代
表取締役 梅田佳夫 東京都台東区）が提供する「2010年版 虚血性心疾患治療
の現状と将来展望」を販売開始しました。

詳細URL：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=476

■■ 商品概要 ■■

◇虚血性心疾患治療におけるPCI症例の患者背景、PCI実施状況、ステントの選
択およびPCI後の薬物療法についてPCI実施医100名にアンケートを実施
◇今後の抗血小板薬に専門医が期待することとは何か
◇2016年の抗血小板薬市場を予測

虚血性心疾患治療は、近年、薬剤溶出ステントなどの新しいデバイスの進歩に
より特にPCI治療において大きな変化がありました。PCI分野の発展により虚血
性心疾患治療の選択肢が大きな広がりを見せる中、デバイスの変化は、抗血小
板薬を中心とした薬物療法にも変化を及ぼしています。

また抗血小板薬市場では、大型製品として成長した「プラビックス」に次ぐ新
たな抗血小板薬として、海外では2009年に「エフィエント（プラスグレル）」
が上市され、日本においても「エフィエント（プラスグレル）」を始めとする
ADP受容体阻害薬、トロンビン受容体拮抗薬などが開発されています。

本資料では、PCI治療およびPCI実施後の抗血小板薬による薬物療法に焦点を当
て、PCI症例の患者背景、ステントの選択、PCI実施後の抗血小板療法について
PCI実施医に対するアンケートおよび専門医へのヒアリングを行い、今後求めら

https://www.prerele.com/releases/detail/1054
https://www.prerele.com/releases/detail/1054
http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=476


れる治療についての分析を行いました。虚血性心疾患治療に関わる治療薬、
デバイスを開発されている企業の方々にご活用いただければ幸いです。

■■ 調査概要 ■■

・シード・プランニング保有情報、最新情報の収集・整理・分析
・オピニオンリーダー医師ヒアリング調査 （4名）
・専門医に対するインターネット調査 （100名）
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■■ 商品詳細 ■■

商 品 名：2010年版 虚血性心疾患治療の現状と将来展望
発 刊 日：2010年12月27日  
発 行：株式会社シード・プランニング
販 売：株式会社クロス・マーケティング
判 型：A4 / 97ページ
頒 価：
■製本 378,000円（本体価格360,000円、消費税18,000円）
※別途送料500円

詳細URL：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=476

【お申し込み方法】
上記URLよりお申し込みください。

■■ 株式会社クロス・マーケティング 会社概要 ■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号 銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■ 株式会社クロス・マーケティングについて ■■

株式会社クロス・マーケティングは、国内130万人超の大規模モニターを軸に、
生活者の「生」の声を主にインターネットを活用して収集するマーケティング
リサーチ会社です。
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生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサ
ーチの優位性である「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視
したリサーチサービスを展開しています。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチ
に関するあらゆるサービスをトータルにサポートいたします。

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
担当部署：ライブラリビジネスグループ
Cross Shop 販売窓口担当
Tel：
Fax：
Mail：

※NS－Shopは、2010年10月1日  にCross Shopへとサイト名を変更いたしました。
今後とも引き続きご愛顧賜ります様、宜しくお願い申し上げます。
URL：http://www.cross-shop.jp/

Generated by ぷれりりプレスリリース
https://www.prerele.com

https://www.prerele.com/releases/date_list/2010/10
http://www.google.com/calendar/event?action=TEMPLATE&dates=20101001%2F20101002&text=%E3%80%90%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E3%80%91%E3%80%8C2010%E5%B9%B4%E7%89%88+%E8%99%9A%E8%A1%80%E6%80%A7%E5%BF%83%E7%96%BE%E6%82%A3%E6%B2%BB%E7%99%82%E3%81%AE%E7%8F%BE%E7%8A%B6%E3%81%A8%E5%B0%86%E6%9D%A5%E5%B1%95%E6%9C%9B%E3%80%8D%E3%82%92%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E9%96%8B%E5%A7%8B&details=https%3A%2F%2Fwww.prerele.com%2Freleases%2Fdetail%2F1054
http://www.cross-shop.jp/
https://www.prerele.com

